
耐震化の必要性について

【施設の現状】

青森競輪場メインスタンド及び軍手管理棟Aは、耐震診断を行うことが法の努力義務で定められている旧‾耐震基垂※①で建設された特定建築物※②
；であるが、これまで必要な措置がとられていなかった。 今後は法に定められたあ要な措置を講じていく。

【今後の予定】
今年度、国の「住宅t建築物安全ストック形成事業」を活用して補助金を交付申請、平成2 6年度に耐震改修促進法に定められている特定建築物．（所

有者に対する耐差診断・耐貢改修の努力義務を課せられている）に該当するメインスタンドと選手管理棟A について、耐衰診断を実施する予定。

【青森競輪場場内固】
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【競輪場施設の耐震基準】

施　 設　名 基　 準

本場メインスタンド （lE ）耐震基準

選手管理棟A （旧）耐震基準

北償スタンド　　　　　 ※ （旧）耐震基準

ドリームスタンド　　　 ※ （旧）耐震基準

藤崎場外車券売場 新耐震基準

選手且呂・軽重捷 薪耐蓋基準

選手管理棟B 新耐震基準

選手トレーニングセンター 新耐震基準

藤崎垣外車券売場（増築） 新耐震基準

安方前売サービスセンター （対象外建築物）

特定建築物

特定建築物

※　本場施設のうち、北側スタンド、ドリームスタンドもメインスタンド、選手管理棟Aと同時期に旧耐震基準で建設（建築確認昭和53年9月5日）されたもので
あるが、階層3以上ではないため耐震改修促進法に定める特定建築物には該当せず、所有者に対する耐震診断、耐震改修の努力義務は課せられていない。

※①　旧耐震基準　　昭和56年5月31日までに建築確認を行って建設された建物。（昭和56年6月1日以降に建築確認を行って建設された建物は新耐監基準）

※②特定建築物　聖霊芸貰促悪霊芸雷認諾芸孟警護蛋器吉宗誤電壷這認諾禁子讐慧芳票孟雷しない
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